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画」、「第六章 アクション・ぺインティング」、「第七章創造的な過程」、「第八章オールオヴァのポード絵画( 1 )J、
「第九章 オールオヴァのポード絵画 (ll)J、「終章絵画の限界」であるo
ジャクソン・ポロックは今日おそらくピカソに次ぐ、二十世紀における最も重要な画家として評価されているが、
本研究はポロックの作家形成の軌跡をたどり、その芸術が現代においていかなる位置を占めるかを検討しようとした
ものである。抽象表現主義の成功以来、フランスに代わって美術の覇権を握ることになったアメリカ絵画も、かつて
はマージナルな存在でしかなかった。ポロックが当時のリージョナルなアメリカン・シーンの描写から脱却し、独自
の世界を切り開いていくきっかけとなったのは、重度のアルコール依存症を癒すために、ユンギアンのジョセフ・ア
ンダーソンから受けた治療であった。これを通じてポロックは、精神分析を利用したシュールレアリスムの芸術に触
れることとなった。オリジナルなシュールレアリスムは、美術の領域を超えるところにある、文学的な方向性を示す
ものであるが、ポロックが自らの芸術に取り入れたそれは、造形言語を内包する、ミロあるいはマッソンに見られる
ようなバイオモフィックなシュールレアリスムであった。この出会いを論者は、当時のアメリカ絵画の後進性に基づ
けている。ポロックはその画業の発端からして、抽象のために抽象を目指した画家ではなかったのであるo ヨーロッ
パ絵画のアメリカへの影響の時間差はまた、ポロックにピカソとキュビスムを白紙の状態からやり直すことを可能に
したのである。これを通じてポロックは、「平面の芸術」としてのキュピスムの理解を深めたのである。絵画を平面
の芸術として捉えること、それはポロックにとって、ルネサンス以来の伝統であった三次元的イリュージョニズ、ムか
らの転換を意味したのであり、彼はこの方向を独自のやり方で展開していったのであるo それは画面のイメージを一
つに結合してフィールドを形成すること、つまり従来の絵画の地と図の関係を暖昧化することであった。
この平面化の作業において、ポロックがキュビスムを超えたのは、多焦点的な、いわゆるオールオヴァ絵画を創出
したことであった。そのために案出された独特の技法が、ポーリング (Pouring) の描法であった。このオールオヴァ
のポード絵画によって、それまでのイリュージョニズムは完全に超克されたのである。ポロックの絵画においては、
見えてくる視野のみが表現となる。今やイリュージョンの表現は無効化され、絵画の在り方はその限界まで押し進め
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られることとなった。ポロックは「芸術としての芸術」の絵画の極限に位置つ'けられる画家である o その先にあるの
はもはや「芸術についての芸術」としてのメタ芸術しかあり得なし、それは芸術の一つの終罵をそれぞれの形で言表
する芸術であり、その枠内においてのみ、わずかながら個別的な芸術表現を発現しているに過ぎないものである D
論文審査の結果の要旨
これまでわが国で書かれてきた欧米の作家研究は、その基本となるべき作品分析のおおかたが、もっぱら他者の眼
に寄り掛かった二次的資料や文献に拠るところのものが多かった。この研究が何よりも評価されなければならないの
は、論者自身の自らの眼の確かさを信ずることで書かれたきわめて説得力のある評論であることである。論者はわが
国における、現代美術批評の第一人者であり、ポロックの創作の過程を追っての作品の選定とその具体的な作品分析
の見事さは、このことを知実に物語っているo 論者の分析は、現地で実見した体験をもとになされたものであり、文
献やその他の資料による裏付けの作業についても、さまざまな角度から行き届いた目配りがなされている。国際的に
も第一級のポロック研究として評価することのできる優れた論文である。
本論文は、ポロックという作家についての研究に留まるものではな L、。さらにポロックの芸術をその指標として捉
えることによってなされた、現代美術についての鋭い批判としても読むことができる。そこで語られているのは、ポ
ロックによってその限界に到達した絵画という芸術、あるいは芸術としての「絵画の終鳶」の物語である。かつてへー
ゲルによって、「芸術の終意」が宣告された。しかしそれは同時に、「芸術における近代」の始まりの告知でもあった
のである。今またここに「芸術としての芸術」の終鳶が述べられているo 作品の質を何よりも重視するフォーマリズ
ム批評に身を置く論者が、ポロックを臨界点として眺めることによって引き出した、現代美術の状況についての見解
は悲観的でさえあるo
論文の構成はきわめて級密であり、資料を巧みに駆使しての論述も申し分がない。しかしこのスタイルが時として、
慎重に過ぎて読む側に回りくどさと晦渋な感じを与えないでもな L、。しかしこれも、あくまで主観的な印象に留まる
ものであり、本研究の優れた成果をいささかも傷つけるものではない。よって本審査委員会は一致して、ここに本論
文を博士(文学)の学位を授与するに値するものであると認定する。
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